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２
代
目
昭
和
橋
完
成
す
る

　
昭
和
　
年
に
群
馬
、
埼
玉
、
栃

３１

木
県
下
の
関
係
代
表
１
０
０
余
名

に
よ
り
、
昭
和
橋
改
修
促
進
期
成

同
盟
会
が
館
林
市
長
を
会
長
に
結

成
さ
れ
、
同
年
　
月
よ
り
、
請
願

１１

運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
努
力

が
実
を
結
び
、
２
年
後
の
昭
和
　３３

年
　
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
昭

１０
和
　
年
６
月
　
日
に
竣
工
と
な
っ

３７

３１

て
、
昭
和
橋
は
念
願
の
永
久
橋
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
木
造
橋
の
危
険

性
と
不
便
は
解
消
さ
れ
た
。

　
２
代
目
昭
和
橋
は
橋
長
６
５

８
・
３
ｍ
、
幅
員
　
ｍ
、
ラ
ン
グ
ー

７．０

（
 櫛
 型
）　

ｍ
が
７
連
、
鋼
合
成
桁

く

し

６７

　
ｍ
が
６
連
の
永
久
橋
で
、
取
り

３０付
け
道
路
１
０
６
０
ｍ
を
含
め
た

総
工
費
４
億
５
３
５
万
円
の
巨
費

を
掛
け
て
建
設
さ
れ
た
。
川
口
日

光
線
２
級
国
道
に
編
入
も
こ
の
こ

ろ
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
北
関
東
と

埼
玉
方
面
を
結
ぶ
こ
の
橋
の
完
成

は
多
く
の
人
が
待
ち
望
ん
で
い
た
。

　
当
時
の
土
木
技
術
の
基
に
造
ら

れ
た
昭
和
橋
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

景
観
は
、
当
時
の
明
和
村
の
新
景

勝
と
な
り
、
通
行
す
る
人
た
ち
に

と
っ
て
も
迫
力
あ
る
姿
は
多
く
の

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

特
に
完
成
当
時
、
西
小
学
校
で
は
、

図
工
の
授
業
で
写
生
地
会
場
に
な

る
こ
と
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の

写
生
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。

　
２
代
目
昭
和
橋
は
念
願
の
永
久

橋
と
な
り
、
災
害
で
橋
脚
や
橋
桁

を
流
出
す
る
こ
と
は
幸
運
に
も
無

く
、
平
穏
に
現
在
ま
で
経
過
し
て

き
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
数
々
の

補
修
工
事
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
　
年
に
は
２
４
２
ト
ン
の

４７

２０トン制限の２代目昭和橋（現在）

５トンの通行制限幅の狭い初代昭和橋

昭和橋に向かう慢性的な渋滞

鋼
材
を
使
用
し
て
縦
桁
補
強
工
事
、

昭
和
　
年
は
床
版
補
強
、
昭
和
　

４９

５１

年
は
大
掛
か
り
な
落
橋
防
止
工
事

な
ど
、
年
を
追
う
毎
に
補
修
工
事

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
経
年
に

よ
る
老
朽
化
だ
け
で
は
な
く
、

年
々
増
え
続
け
る
交
通
量
に
よ
る

傷
み
も
大
き
い
。

　
交
通
量
調
査
の
資
料
で
は
、
昭

和
　
年
に
実
施
し
た
昭
和
橋
付
近

６１
の
１
日
当
た
り
の
交
通
量
が
約
１

万
１
千
台
、
平
成
　
年
は
約
２
万

１７

台
と
お
よ
そ
　
年
間
で
約
２
倍
に

２０

増
加
。
こ
れ
に
伴
う
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
と
沿
道
地
域
の

基
盤
整
備
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
的
と
し
て
現
在
の
昭
和
橋

は
拡
幅
全
面
架
け
替
え
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。


